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環境経営理念

株式会社クロスは、環境問題に積極的に取り組み、事業活動の全領域で環境負荷の低減に配慮し行動します。

環境経営方針

1. 環境経営システムを構築運用し、定期的に環境経営システムの見直しを通じて、環境負荷の低減に継続して取
り組みます。

2. 環境への取組みとして、特に次の事項に取組みます。
⚫ 二酸化炭素の削減
⚫ 廃棄物の削減
⚫ 排水量の削減（節水の意識の高揚）
⚫ グリーン購入の推進
⚫ 地域社会への貢献

3. 環境にやさしい副資材及び設備の提案セールスを実行します。
4. 環境関連法令を遵守し環境保全に取り組みます。
5. 環境経営方針、目標を全社員に周知徹底し環境への係わりに対する認識を高めると共に社外にも公表します。

令和 3年 8月25日 改訂
令和 2年 8月20日 改訂
平成22年10月21日 改訂
平成18年08月31日 制定

株式会社クロス
代表取締役 舘山 克英
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１.組織の概要

(1) 事業所名：株式会社クロス
(2) 代表者：舘山 克英
(3) 所在地：

⚫ 株式会社クロス本社：東京都江東区亀戸6-53-9
⚫ 関東支店：埼玉県加須市古川 1-2-2 加須大利根工業団地
⚫ 秋田支店：秋田県秋田市川尻町字大川反233-95
⚫ 八戸支店：青森県八戸市下長6-11-10-105
⚫ 長野支店：長野県千曲市大字鋳物師屋700-1

➢ （長岡駐在）：新潟県長岡市高見町445
⚫ 福島支店：福島県郡山市八山田5-75

➢ （山形駐在）：山形県山形市若宮2-2-31
⚫ 名古屋支店：愛知県一宮市朝日1-6-17

➢ （広島駐在）：広島県府中市中須町554-3
(4) 環境管理関係の責任者及び担当者連絡先

⚫ 環境管理責任者：嶋田 大輔（課長代理）
⚫ 担当者：内村 早苗（管理部）
⚫ 連絡先：（電話）03-3684-4110 (FAX)03-3636-6643

(5) 事業内容（鋳物関連）
⚫ 溶解装置と資材の販売
⚫ 造型装置と資材の販売
⚫ ロボット及び鋳仕上装置の販売
⚫ 砂回収再生装置の販売
⚫ 塗型剤の販売
⚫ 耐火材の販売
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(6) 事業規模

(7) 会社沿革
 1926年：黒須商店として創立
 1954年：株式会社黒須商店設立
 1979年：株式会社クロスに社名変更
 2010年：組織変更
 2015年：長野支店移転
 2016年：関東支店移転
 2017年：長野支店移転
 2018年：八戸駐在と北上駐在を合併し、八戸支店に組織変更

(8) グループ会社概要
⚫ 株式会社 メタルスファンドリィ

➢ 設 立：昭和 39年 7月 1日
➢ 売 上：360百万円（2023年 11月）

⚫ 東京シェルサービス 株式会社
➢ 設 立：昭和 38年 1月 1日
➢ 売 上：1,027百万円（2023年 5月）

4



２.対象範囲(認証・登録範囲)、レポートの対象期間及び発行日

(1) 対象範囲は「1.（3）所在地」欄に記載。
(2) レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載。

３.実施体制

5



レポートの対象期間及び発行日
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当社の主たる業務は卸売業であり、製造設備等を持たない事業形態の7ヶ所の事務所と倉庫のみである。したがって、
当社では以下の項目について環境経営目標を立て、実績を管理している。

(1) 二酸化炭素排出量削減
ガソリン等燃料使用量は、現状維持を目標とする。

※本社にてメーター更新時に電気配分も見直した為、2024年度から電気量目標値を変更しました。
      

(2) ガソリン・軽油使用量の削減
2017年度より、社用車・トラック毎に燃費を管理する。

４.環境経営目標
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(3) 廃棄物及び総排水量削減
コピー用紙使用量について 2017年度を基準値とし各年基準値に対し1％削減する。

(4) 環境配慮設備・材料販売
環境配慮材料

    

環境配慮設備

※環境配慮設備の販売は2009年度の環境方針より実施

(5) その他の取組み
会社周辺の清掃 隔月/1回
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５.環境経営計画の実施結果と評価

(1) 二酸化炭素排出量の削減
(A)ガソリン・軽油の使用量の削減

(B)電気使用量の削減

(2) 排水量の削減
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(3) 廃棄物の削減

(4) 環境配慮設備・材料

(5) 環境教育

※環境配慮設備の販売は2009年度の環境方針より実施
▼環境管理委員がすること

⚫ エアコンの温度設定、不要時の消灯状況を監視する。
⚫ 電力、燃料使用量を記録する。
⚫ 蛍光灯は省エネ対応のものを使用し、常時使用しない箇所の蛍光灯は、本数を減らす等の処置を講ずる。
⚫ コピー機、パソコン等ＯＡ機器の購入に当たっては、省エネ対応機種を積極的に導入する。
⚫ 従業員に節水の意識付け。
⚫ 水漏れが発見されたら直ちに修理する。
⚫ 水の使用量を記録する。
⚫ 従業員への廃棄物の削減及びリサイクルの意識を高める。
⚫ 発生量を記録する。

(6) その他の取り組み
⚫ 会社周辺の清掃 隔月/1回
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６.環境目標の達成状況
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（２）ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量の削減

（１）二酸化炭素排出量削減



(3) 廃棄物削減

(4) 総排水量削減

(5) 環境配慮設備・材料販売
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≪環境配慮書商品の販売≫

様々な問題を解決し、仕上げ工数の削減・塗型剤の使用量削減等 環境配慮した製品の販売に努めております。

７. ＳＤＧｓへの取組
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特殊塗型剤『チルコート』

表面安定剤 ＭＦ－１

エムエフコートH

デルタキャスト

ザク巣、圧漏れ防止の際に発生していたコスト・回収・作業など種々問題を塗型作業のみで解決する
ことができます。

スクワレ不良対策に効果を発揮し、無機系バインダーを主成分とするため、注湯後に有毒なガスが出
にくいのが特長です。

特殊マイカと天然黒鉛を主成分とし、焼着き・ガス欠陥・鋳肌改善に効果を発揮します。
仕上げ工数、塗型剤の使用量を削減します。

低水分化により高い充填密度が得られ、耐濡れ性・高温域における熱間強度が高く、寿命が延び工数
低減が出来ます。取鍋施工、プレキャストに適します。

≪二酸化炭素排出量の削減≫
ガソリン・軽油・電気・水の使用量を記録し二酸化炭素排出量の削減に努めてます。会社周辺掃除にも取組んでます。



８.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

⚫ 二酸化炭素排出量削減は、現状維持の目標値に対し、33.6％減となり目標を達成しました。

⚫ ガソリン・軽油使用量は、現状維持の目標値に対し、ガソリンは28.3％減、軽油は31.9％減となりました。

1名退職した為昨年度よりガソリン使用量が減少しました。

⚫ 軽油については目標値7Km/ℓに対し6.49Km/ℓとなり目標未達成となりました。トラックの走行距離が増え、

燃費が悪くなった為です。

⚫ 電気量については、46.5%減となり目標を達成できました。本社電気メーター更新時に電気配分も見直した為、

電力使用量が大幅に減少しました。

⚫ コピー用紙の削減は、目標に対し34.3％減となり目標を達成できました。今年度も見積書等の提出を持参から

メールでの提出に代えたり、引き続き裏紙の使用に取り組んだため達成できました。

⚫ 排水量削減は、現状維持の目標値に対し、7.6％増加となりました。

⚫ 目標値に対して不燃ごみは5.9%、廃プラは217.3％増加し、可燃ごみは14.5％減少しました。廃プラの殆ど

は、商品の梱包材を破棄した為でした。

⚫ 地域社会への貢献は、会社周辺の清掃実施に関して、全社で51回実施しました。

⚫ エコ関係材料販売は57.8％減少となりました。

⚫ エコ関係設備販売は目標を達成とはなりませんでしたが、2台売ることができました。

15



９.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

2023年度 環境経営目標
(1) 二酸化炭素排出量の削減 ガソリン等燃料使用量は、現状維持を目標とする。

※本社にてメーター更新時に電気配分も見直した為、2024年度から電気量目標値を変更しました。

(2) ｶﾞｿﾘﾝ・軽油の燃費

(3) 廃棄物及び総排水量削減
コピー用紙使用量において、2017年度を基準値とし2024年度は7％削減する。
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(4) 環境配慮設備・材料販売

・環境配慮材料販売

・環境配慮設備

2023年度 環境経営計画

(1) 二酸化炭素排出量の削減
      (A)ガソリン・軽油の使用量の削減
      (B)電気使用量の削減
(2) 排水量の削減
(3) 廃棄物の削減
(4) 環境配慮設備・材料販売
(5) 環境教育
(6) 会社周辺の清掃 隔月／１回
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１０.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
訴訟等の有無

当社に関係する環境関連法規等は下記の通りです。
環境関連の訴訟はありませんでした。
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１１.代表者による全体評価と見直しの結果
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2024年9月20日

全体的な実施体制については、特に目立った問題は発生してはおりませんので、今後も引き続き

各々の役割や責任を理解した上でスマートな行動を心掛けていきたいと思います。

Web会議等の活用によるムダの省力化だけに留まらず、今後はAIツールの活用による効率化を図り

企業活動ならびに環境配慮に注力していきたいと考えております。

前回審査の指摘にありました倉庫に永らく保管してある不良品につきましては、環境関連法規に
則り適正に処理(廃棄)を実施いたします。

今後はAIツールの活用による効率化から、さらにエネルギー消費の削減に繋がっていけるよう
小さいことにも目を向けて積み上げていきたいと考えております。

引き続きエコアクション21の意義を全社員一丸となって目標達成に向けて尽力する所存です。
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